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「夏の Digi 田甲子園」岐阜県代表の決定について 
 

 

 デジタルの力を地域の課題解決や魅力向上などにつなげる「デジタル田園都市国家構

想」の一環として、特に優れた取組みやアイデアを総理大臣が表彰する「夏のDigi田(デ

ジデン)甲子園」が開催されます。  

この度、岐阜県代表として本選に進む推薦市町村（３市１町）を決定しました。 

なお、各都道府県の代表が出そろった後は、国民によるインターネット投票が実施さ

れる予定です。 

 

記 

 

岐阜県代表（選考結果） 

【実装部門（推薦枠：指定都市・中核市等①、市①、町村①）】 

○岐阜市「学校と保護者間連絡のデジタル化による利便性向上と働き方改革の推進」 

（概要） これまで欠席連絡や検温報告、各種お便りなど、電話や紙で行われてき

た学校と保護者間の連絡を、アプリを活用することで、保護者が自身のス

マホ等で簡単に連絡を済ませられるよう利便性向上を図り、校務システム

とも連携することで教職員の働き方改革を推進。 

 

○飛騨市「電子地域通貨「さるぼぼコイン」を活用した、行政サービスの向上及び地

元企業の支援」 

（概要） 飛騨信用組合が 2017 年 12 月にサービスを開始した電子地域通貨「さる

ぼぼコイン」を活用した窓口手数料や施設使用料等への決済に対応するこ

とで行政サービスの向上を図った。また新型コロナウイルスの拡大により

打撃を受けた観光業や飲食店、タクシー事業者への消費を喚起するため、

ポイント還元販促キャンペーンを実施。 

 

○関ケ原町「デジタルコンテンツを活用した関ケ原古戦場の魅力創出」 

（概要） 岐阜県と連携し 2015 年に関ケ原古戦場グランドデザインを策定し、2020

年を目標にハード・ソフト両面にわたる観光コンテンツを造成。2019 年

から観光協会により開設されたデジタルファンクラブのほか、海外観光客

向けの QR コードによる多言語（5 か国語）音声ガイド、無料 Wi-Fi の整

備等により、観光誘客を促進。 
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【アイデア部門（数年以内に実装見込みの取組み）（推薦枠：①）】 

○中津川市「超高速交通網との接続に向けた自動運転ネットワークの導入と地域拠点 

整備による新たな人の流れ創出事業」 

（概要） 東京大学との共同研究により、付知町地区に人や農産品の出荷などを行

う自動運転技術・予約アプリを導入し、古民家を活用した新たな交通・交

流拠点を創出することで、リニア岐阜県駅や神坂スマートインターチェン

ジの整備等の広域交通の整備効果を中心部から離れた地域にも波及させ、

地域の活性化を図る。 

 

（参考）選考について 

県内市町村から応募のあった取組み（２５市町村・３６件）の中から選考評価会議

にて選考 

[選考評価会議構成員]※50 音順 
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（名古屋大学大学院情報学研究科 准教授） 
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 桂樹
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（（公財）ソフトピアジャパン理事長） 

三谷
み た に

 晋
すすむ

（岐阜大学地域科学部 准教授） 

 

＜参考：「夏の Digi 田甲子園」の概要＞ 

【主  催】 

内閣官房 デジタル田園都市国家構想実現会議事務局 

【応募対象】 

デジタルの活用によって地域課題を解決する市区町村の取組み 

【部  門】 

実 装 部 門 ①域内市町村の取組みで、デジタルの活用により、個別課題を実際に解 

       決し住民の暮らしの利便性と豊かさの向上や地域の産業振興につながっ 

       ているもの。 

②域内市町村の取組みで、高齢者、障がい者などデジタルに不慣れな人 

々がデジタル機器・サービスの利用方法を学ぶことができる環境づくり 

を既に進めるなど、あらゆる人がデジタル化の恩恵を享受できる、「誰 

一人取り残されない」社会の実現に寄与しているもの。 

アイデア部門  上記①または②いずれかの取組みに係るアイデア（数年内に実装の見込 

みを有しているもの）  

 

 

詳細はこちら「夏の Digi 田甲子園」政府公式サイト 

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_denen/koushien.html 

 

 

 

 

 

 

 


